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中学生の集団凝集性と自己肯定感への音楽療法

の効果
一竹楽器と和太鼓を活用したリズム・アンサンブルを通して一
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　　The　purpose　of　this　study　is　to　show　the　effect　of　Music　Therapy　with　junior　high　school　students．　The　Music

Therapy　applied　in　this　study　was　rhythm　an　ensemble　using　musical　instruments　made　of　bamboo　and　Japanese

dmms．　ln　this　Therapy，　a　tota1　of　5　sessions　were　canied　out　to　a　group　of　19’　students，　and　each　session　for　50

minutes　was　once　a　week．　Session　activities　included　playing　bamboo　instruments　and　Japanese　drums．　After　all

sessions，　the　scores　of　group－condensation　and　self－affirmation　increased，　and　the　process　that　group－condensation

and　self－affirmation　had　changed　in　was　showed　by　their　description　on　each　session．
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1　問題と目的

1．中学生の現状と課題

　（1）対人関係能力の育成

　対人関係能力とは，子どもたちがお互いに相手の表現

を的確に受け取り，自分の意思や感情を的確に表現し伝

えることにより，他者と協調的な関係を築いていこうと

する能力のことである。現代の青少年のコミュニケーショ

ン不足が指摘される中，とりわけ思春期である中学生の

友人関係でのトラブルはその後に影響を及ぼしやすく，

不登校やいじめなどの問題が急；増する時期である。中学

生全学年を通して，学校適応感及びストレス反応に対し

て，相対的にコミュニケーションスキルの寄与が大きい

ことが示唆されており（神品，2003），’対人関係能力が

学校ストレッサーに及ぼす効果として，対人関係能力高

群は低群に比べ，学校ストレッサーが低いことが見出さ

れている（福田ら，2004）。その対人関係能力の育成を

支援するものとして，学校におけるソーシャルスキル・

トレーニングやロールプレイ，ピァ・サポートなどの体

験活動（ex．，福岡県教育センター，2004）が実施され，

徐々に効果をあげている。その一方，活動内容が言語中

心的なものや，直接的に人と向かい合うもの，あるいは

学習的要素の強いものなど，対人不適応傾向の生徒にとっ

て，受け入れやすさ，取り組みやすさという点で課題も

あると思われる。鍋田（1999）は，その介入方法として

「両者の間に介在物があり，その介在物に両者が並行関

係でかかわることが，相手との密着関係に窒息すること

なく，自分の気持ちにそって関係の向きをより直接的な

向かい合いに変えることもできる。関係の質を子どもの

側が選択できる横並びの関係」が望ましいとしており，

筆者もこれを支持する。

　（2）集団の凝集性

　子．どもたちが多くの時間を過ごす学校では，好むと好

まざるとに関わらず常に集団で生活し集団行動を求めら

れる。それぞれが所属する学級集団の凝集性の高まりが，

生徒にとっての過ごしやすさと関係してくる。集団凝集

性とは，集団の成員を自発的にとどまらせる力のことを

いい，凝集性の高い集団は，成員間での相互理解・受容，

役割分化，類似した意見・態度，相互魅力などに特徴付

けられる（亀田，2005）。HL（｝．Dimockf（1986）は「凝集

性の高いグループは，メンバー問に良好な人間関係があ

り，メンバーは自分たちのグループに関心を持っている。

グループの凝集性は，グループメンバー全員がそのグルー

プに対して感じている魅力の産物である」としている。

学級や学習活動の場における適応的な姿とは，子どもた

ちがお互いに，相手の表現を的確に受け取り，自分の意

思や感情を的確に表現し伝えることのできる対人関係

能力を育むことにより，集団凝集性を高め，集団内のよ

り良い関係を形成して行こうとすることであると思われ

る。
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　（3）自己肯定感の向上

　自己肯定感とは「自分自身のあり方を概して肯定する

気持ち」（久芳ら，2007）のことである。久芳ら（2005）

は，中学生の自己肯定感と人とのかかわりとの関連につ

いて，友人とのかかわり，家族との関わり，教師との関

わり，いずれについても自己肯定感が高いほど人とのか

かわりがよく，自己肯定感が高いことで人とのかかわり

が良好になり，それゆえに自己肯定感が高くなるという

相互に影響があることを示唆している。竹田ら（2003）

の研究でも，自己肯定感の高い者は学校での他者との関

わりや出来事への不安が生じにくいことが報告されてい

る。このことから思春期で不安を抱えやすく何かと揺れ

動きの大きい中学生について，自己肯定感の向上が対人

関係能力育成の一助になると考えられる。

　以上のように，対人関係能力を育成し，学級や活動グ

ループの集団凝集性を高め，自己肯定感の向上を図るこ

とは，生徒たちの対人関係への不安を生じにくくさせ，

学校における集団適応を良好にすると考えられる。

2．音楽療法

　（1）音楽療法導入の意義とその理論背景

　音楽療法とは「音楽のもつ生理的，心理的，社会的働

きを用いて，心身の障害の回復，機能の維持改善，生活

の質の向上，行動の変容などに向けて，音楽を意図的，

計画的に使用すること」（日本音楽療法学会定義）であ

る。音楽の特性については様々な人により定義されてい

る。その代表的なものを以下に示す。（Table　1，2参照）

　音楽教育と音楽療法の相違については，音楽教育は，

音楽そのものの演奏や鑑賞を通して，その楽しさや美し

さ，あるいは音楽の深い味わいなどから，情操を育むご

とを目的としている。それに対し音楽療法は，音楽の持

つ生理的，心理的効果や，・その活動から引き出される社

会的に有用な集団適応への能力の向上といった，音楽が

心身にもたらす影響を意識して，対象者に合った演奏や

鑑賞活動を行うことが目的となる。しかし，どちらも音

楽の持つ特性に影響されていることには他ならない。音

楽は，音を通して相互に作用し，非言語的な模倣行動に

より対人学習を可能にする。また音楽は凝集性を持って

いる。音楽は，体験を共有した者に，言葉で確認される

必要のない連帯感を生み，仲間同士のつながりや支え合

いのきっかけとして発展的に育てていけると考えられる。

集団音楽療法は，このような音楽の特性を活かし，個人

から集団，受動的活動から能動的活動へと柔軟に変化さ

，せながら，それぞれの集団にあった内容（選曲や楽器や

具体的活動）を提供することで，他者を意識しない相互

に横並び関係や向かい合い関係の体験から，コミュニケー

ションスキルを形成し，社会性を育んでいける活動であ

ると考えられる。そのことは，対人関係が苦手な子ども

たちにも取り組みやすいものと思われる。

　音楽が人間心理のさまざまな側面に影響を与えること

はよく知られている（ex．，星野，2005）。近年，その音

楽の持つ特性（松井，1980）から「音楽療法の効果に関

する研究成果が多く報告されている」（ex．，坂東ら，

2005）が，日本の学校教育下における音楽療法の実践は，

障害児の発達を目的としたものが中心で，不登校などの

社会不適応に関する実践は他領域に比べ少なく，特に普

通学校における実践は例がない。Mastnak（1992）は，

青年期の社会分化的矯正ならびに心理的および精神身体

的な予防と事前治療の可能な唯一の機関としての学校の

役割の重要性を述べている。その治療的媒体を持った教

科もしくは治療親和的教科として音楽を挙げている。そ

　　　　　　　　Table　1
音楽の治療道具としての特性（松井，1980）

　　　　　　　　　Table　2
音楽の社会的機能としての特性（Merriam，1964）

①音楽が知的過程を通らずに直接1青動に働きか

　ける

②音楽活動は自己愛的満足をもたらしゃすい

③音楽は人間の美的感覚を満足させる

④音楽は発散的で情動の直接発散をもたらす方

　法を提供する

⑤音楽は身体的運動を誘発

⑥音楽はコミュニケーション

⑦音楽は一定の法則性の上に構造化されている

⑧音楽には多様性があり適用範囲が広い，

⑨音楽活動には統合的精神機能が必要

⑩集団音楽活動では社会性が要求される

①情緒的表現

②コミュニケーション

③象徴的表示

④社会への同化傾向の助長

⑤社会的制度と宗教儀式の意味付け

⑥文化の継承と安定化への貢献

⑦社会的統合への貢献

⑧審美的喜び

⑨娯楽

⑩身体的反応
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して音楽教育と音楽療法の関係について「領域を越えて

研究と実践を進めていく意義と必然性がある」（Mastnak，

1991a）と示唆している。今後，子どもたちのコミュニ

ケーションスキルの獲得，対人関係能力の育成，ストレ

ス発散，カタルシスなど，教育領域における音楽の療法

的活用が考えられる。

　音楽が人の心や体にもたらす影響について色々な領域

でその効果が実証されている（ex．，星野，1990）が，

音楽そのものが無形の芸術活動であるため，その実態は

捉えにくいものである。演奏者がその時々に抱く想いは，

演奏の一瞬一瞬で昇華され，その表現された形の無い産

物に対して人は感動する。この無形の産物である音楽活

動が生徒へ及ぼす影響やその生徒の内的変化を捉えよう

とするとき，集団凝集性や自己肯定感といった量的調査

に加え，生徒個々が，何に関心を持ちどのように感じた

のか，また生徒同士のどのような関わりが集団の発展に

寄与したのか，活動中の生徒の自由記述や様相観察から

経時的質的な検討を行うことは必要であり，またそれら

は調査の結果を裏付けるものとしても重要であると考え

る。

　（2）集団音楽療法アプローチ「竹楽器と和太鼓のリズ

　　　ム・アンサンブル」について

　　1）楽器の特性

　演奏者は，自分の演奏の音を聴きながら，表現したい

音楽に合うピッチや強弱，音色などを調整している。し

かし演奏で得られるのは音だけではなく，音波の振動が

聴覚や触覚を通って同時に認識される。これら楽器の振

動感は，耳からの情報と重なり総合的なものとなって音

響知覚される。このような体感音響振動について，小松

（1992）は「音楽の場合では，陶酔感，’1光惚感，リズム

感，重要音感，エネルギー感などの心理的快感，生理的

快感をもたらす」とし，さらに「耳か．ら聴いている音は，

意識的，論理的な面に訴えるウエイトが高いのに対し，

よ．り情緒的，本能的な面に作用し，何か人間の根源的な

も．のに訴えてくるように感じられる」と述べている。三

戸ら（2005）の「音色が脳活動に与える影響」でも，嗜

好性の要因により副交感神経優位となりリラクゼーショ

ン効果のような現象がみられ，音色による違いが生理的

反応にも影響をもたらすことが示唆されている。また福

井（2004）の「音源及び音楽嗜好が内分泌に及ぼす影響」

においても，測定した内分泌の変化が音源により有意に

異なったことから，音楽療法に使用する音源や音楽を慎

重に選択することは重要である。

　和太鼓は各地の祭りで昔から大衆に親しまれ，竹楽器

はその合いの手としてよく登場するなじみ深いものであ

る。また響きが過剰な刺激にならず直接体に響くため，

生徒の反応に結びつきやすいと考えられる。和太鼓のお

腹に響くような重低音は，床面など物を振動させるだけ

でなく，人間の身体を振動させ，音圧として感じ取られ

る。和太鼓の演奏を通じて響きそのものが，人間の心や

体に対してさまざまに作用をすることが，障害児（ex．，

岩瀬ら，2003）や高齢者（ex．，塩川，2001）などの実

践からも報告されており，身体性のみならず自己表現や

社会性にも大きく影響すると考えられることから，活動

には和太鼓と自作の竹楽器を使用する。

　　2）リズム・アンサンブルについて

　音楽療法の基礎原理として，アメリカの精神科医
Altshuler，1．M．による「同質の原理　lso　p血ciple」（1954）

が挙げられる。この原理は，患者の心理を気分とテンポ

の2つの側面で捉えている。これは音楽の持つ気分とテ

ンポの2つの性質と対応しており，人間の感惜の動きに

はテンポがあるという洞察に関わっている。例えば私た

ちは気持ちが高揚している時，明るく陽気な音楽が聴き

たいと思い，悲しい時には静かでせつない音楽を選んで

聴こうとする。このように心のテンポはその時の気分，

感情の動きに支配されている。Altshuler，　LMは，この

「同質の原理」を順次，高次的にレベルアタックしてい

く治療技法を示している。その一番低位が最も原始的な

要素「リズム」である．。本来，人間は心臓の鼓動，呼吸

といった普遍的リズムに支えられ，言語や動作など固有

のリズムを刻み生きている。リズムは，精神構造の最も

原始的レベルであり，心身の基礎的構造に由来している

といわれている。リズムは，入の中に存在し動きを促す

ものであり，リズムに合った動きを通して他者や集団と

の調和を図ることを可能にする。また旋律や和声のよう

な同時処理する情報がないために集中しやすく，様々な

生徒がいる学校現場において，どのレベルの子どもたち

にも受け入れやすいと考えられる。リズムは単一であっ

ても，大きさ・速さ・拍・パターン・音色と表現要素は

様々ある。リズム・アンサンブル活動では，自分の演奏

音と他者の音感覚とを合わせるために，視覚，聴覚触

覚，身体感覚などを活用したノン・バーバルコミュニケー

ションにより，他者との交流を促すことができると考え

る。

3．目　的

　本研究は，中学生に竹楽器と和太鼓のリズム・アンサ

ンブル活動を行い，集団凝集性や自己肯定感の向上を図

り，人間関係能力の育成に注目し，それらの結果から，

音楽療法的支援の有効性を検証することを目的とする。
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　　　　　　　　　　ll方　法

1．調査対象

　A市内公立中学校，選択授業「音楽」に所属する3年

生19名（男子8名，女子11名）。この集団は選択授業用

に編成されたもので，この授業以外で集団として機能す

ることはないが，所属クラスが同じで日常的に顔を合わ

せる生徒や他クラスでまったく会わない生徒など，人間

関係はさまざまなものが混在する。

2．活動プログラム

　竹楽器と和太鼓のリズム・アンサンブルを中心とした

活動。筆者が提示する2つのリズムを地打ちnとして，

他のリズムや生徒自身が創作したリズムを上打ち2｝とし

て重ね合わせて発展させ合奏を創り上げていく。活動は，

感覚の覚醒（喚起）・を目的とした第1セッションでは音

によるコミュニケーションなどウォーミングアップを行

う。次に他者と合わせることを目的として，第2セッショ

ンでは基本のリズム1。2をそれぞれのグループで合わ

せる活動，第3セッションでは基本リズム1．2を異な

る楽器で合わせ，その重なる音感と振動を楽しむ活動を

行う。そして集団で合わせることを目的として，第4セッ

ションは基本リズム1．2を地打ちに，他のリズムや生

徒自身の創作リズムを上打ちとして重ねる活動，99　5セッ

ションはその複合リズムをまとめあげる集団活動を行う。

　この活動の中での留意点として，それぞれの生徒が演

奏するリズムパートや楽器選択については，活動中1つ

に固定してしまわず，常に生徒自身で自由に選択，移行

できるようにする。そのため筆者は，生徒が移行しやす

いよう，タイミングをみて全体に声をかけるなど配慮を

行う。また演奏については，音楽のベースになる地打ち

としての基本リズムの定着に時間をかけ，生徒個々がしっ

かりと合わせられる安定した状態を目指す。活動は，筆

者主導から徐々に生徒の主体的活動へ移行していく。そ

の際，生徒間を廻りながらリズム打ちの苦手な生徒や他

者と合わせることの苦手な生徒へのサポートを行う。

3．調査用具

　（1）集団凝集性

　ソシオプロフィール法（藤本，2004）を実施。ソシオ

プロフィール法は，現時点での二者関係がどの程度親密

な状態か評定させて相手への好悪感情を間接的に聞くな

ど，調査実施に伴う問題の低減が図られている。また集

団内の全ての二者間の親密さを基に小集団の構造を明ら

かにするものであり，より集団成員問の関係を表せてい

ると考えられる。調査については，「この選択授業のク

ラスメイトについて，自分から見た親密度（心の距離〉

を54321の数字で記入してください。（5が最も親

密）」と教示を行い，活動前後に生徒相互の親密度調査

を5件法で求めJ．得られた親密度を逆転処理してから心

的距離を算出し，個人プロフィールを作成する。これに

より一個人と集団内の全ての他者との対人距離が二次元

でプロットされる。次に対人距離を算出し，集団プロフィー

ルを作成する。全ての二者関係における対人距離のマト

リックスデータを，多次元尺度構成法（MDSソフトは

XLSTA－pro使用〉により分析し，プロフィール図の作

成と集団離散度を算出する。また得られたプロフィール

図について，活動前後の集団がどのように変化したのか

を見るため，精神科医であり社会心理学が専門で音楽療

法にも精通している専門家と，実際に音楽活動を行った

筆者により，プロフィールデータの結果と活動の実態か

ら検討を行う。

　（2）自己肯定感

　TAOK（杉田，1988）の「自己肯定感」10項目を3件

法で評価し個入内の合計からクラス平均を算出。活動前

後でt検定を行う。

　（3）音楽活動が及ぼす生徒の関心内容の経時的変化に

　　　ついて

　活動終了ごとに質問紙を実施。内容は，コミュニケー

ションを中心とした語群選択と，活動についての自由記

述。そこで得られた生徒の関心内容について，専門家と，

セラピストとして実際に音楽活動を行った筆者により，

KJ法を用いてその内容を経時的に検討し，この活動が

生徒にとってどのようなものであったか明らかにする。

4．調査手続き

　調査期間は，平成17年10月～12月の週1回程度実施さ

れる選択授業「音楽」の時間。音楽活動は，申学校内の

多目的ホールにて授業時間50分を1セッションとして5

回実施。集団凝集性の親密度と自己肯定感に関する質問

紙調査は音楽活動開始の1週間前の同授業で，セラピス

トの紹介や音楽活動の説明と共に実施。活動後の調査は，

全活動終了直後に実施。音楽活動に対する生徒への自由

記述による質問紙調査は，各活動段階終了直後に毎回実

施。

1）ベースとしてずっと演奏される決まったりズム

2｝地打ちに乗せて演奏する自由なリズム

1贋1結　果

1．集団凝集性

　（1）集団のプロフィール全体図

　お互いの心的距離から算出した活動前後の集団プロフィー
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Fig．1小グループへの再編
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Fig．2生徒A対人距離の凝集　個人プロフィール変化から

ルを比較すると，集団全体の凝集性が高まり，集団離散

度が活動前4．02から，活動後3．66となった。

　（2）集団内小グループの再編

　小集団の検討として，専門家とセラピストとして実際

に音楽活動を行った筆者の2名によるプロフィール結果

と活動の実態からの分析の結果，以下の4点にまとめら

れた。①まとまりのあるグループや分散しバラつきを見

せていたグループが凝集した。②ひとつのグループがふ

たつの小馬にさらに分割した。③集団より離散していた

メンバー1名のグループへの所属化がみられた。④各グ

ループがお互いに凝集化した。（Fig．1参照）。

　（3）対人距離の凝集

　生徒相互の心的距離から対人距離を算出した個人プロ

フィールにおいて，グラフの生徒自身を表している原点

（O．0）から，他者の座標との直線距離が算出された対

人距離を表している。y軸に対してx軸でプラスにプ

ロットされた者は生徒自身で感じているよりもお互いの

距離が近く，マイナスにプロットされた者は生徒自身が

思うよりも他者との心的距離があることを表している。

Y軸上に布置された場合は両者の評価が一致しているこ
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　　　　　　　　Table　3
集団活動前後における「自己肯定感」の変化

平均値 N 標準偏差 t値 有意確率（両側）

自己肯定感活動前

自己肯定感活動後

57．78

65．00

0
◎
O
◎

－
1
直
i
I
幽

21．37

22．82

一2．687 O．016　＊

＊＊吹q．Ol，　＊p〈．05

とを表している。生徒Aの場合，他者を表わしている

各点との距離が，活動後に中央下方へ凝集を見せており，

生徒Aと他生徒との間で相互の見解が一致，あるいは

親密さが増したと思われる。（Fig．2参照）このような活

動前後で友人との心的距離が縮まった生徒はユ3名みられ

た。

2．自己肯定感

　活動前後のクラス平均のT検定の結果，クラス全体

の自己肯定感が，活動前クラス平均57．70，活動後クラ

ス平均65．00と上昇し，有意な差が（t＝一2．687P〈．05）

がみられた。（Table　3参照）

3．音楽活動が及ぼす生徒の関心内容の経時的変化につ

　　いて

　この音楽活動中の生徒の関心内容がどのように変化し

たかを捉えるため，生徒の自由記述と語群選択について

KJ法を行った。まず生徒の記述について活動ごとに小

グループ分けを行い，それぞれの活動中の生徒の関心内

容について明らかにする。次に得られた小グループにつ

いて，各セッションを越えて活動中に共通するものを中

グループ分けし，それを活動全体として行われたと考え

られる内容について大グループ分けを行った。それを時

系列に並べ表を作成し，この音楽活動が生徒にとってど

のようなものであったか検討した。（Table　4参照）また

生徒の記述より活動中の生徒の行動を分類し，コミュニ

ケーションスキルの実態を明らかにした。

　（1＞各活動後の生徒の関心・内容の小グループ分け＝

　　　「」生徒の記述，（）小グループ

　　①第1期（第1セッション）

　「おもしろかった」「日頃したことないから楽しい」な

ど（開放感と命名：17名〉。「リズムにのって楽しかった」

など（リズムの強弱，乗る楽しさと命名：5名），「たた

く場所や強さよって音が変わるからおもしろかった」な

ど（音源への関心と命名：3名），「しゃべらなくてもちや

んと伝わってすごい」「音で相手に伝わったときはうれ

しかったし感動した」「みんなといっしょに楽しく演奏

できて良かった」など（相互伝達の喜びと命名：6名）。

　　②第2期（ag　2，3セッション）

　「ちょ旧きもちいい」「スカッとした」など（開放感と

命名：17名），「竹の音が好き」「竹はいい音がするなあ」

（音自体への興味・関心と命名：7名），「体に音が響い

た」（振動感の体験と命名：8名），「音が重なってきれ

い」（音の重なり：2名），「初めバラバラだったのが気

持ちが1つになった」（統一感への関心と命名：1名）。

　　③第3期（第4，5セッション）

　「アンサンブルはおもしろかった」など（開放感と命

名：19名），「太鼓の『ドンドン』音が体に響いていつも

は体験しない変な感じがした」など（振動感の体験と命

名：13名），「音を聴いて合わせた」など（聴き合わせ体

得と命名：19名），「打つ瞬間に息を吸った」（など掛．け

声・呼吸の意識と命名12名），「同じリズムの人と教え

あったりして，お互いにちょっと近くなった気がする」

など（相互の助け合いと命名：10名），「大体の周りが打

つリズムを覚えてそれに合わせて打つようにした」（自

分と他者のリズムへの関心と命名：1名），「同じリズム

．の人とやるより．もほかのリズムの人と合わせる方が楽し

い」（異なるリズムへの関心と命名：1名），「まとまっ

ている感じがすごい伝わってきた」1など（揃うことの爽

快感と命名：3名），「もっと色々なリズムを打ちたかっ

た」など（創作リズムへの意欲と命名：3名）であった。

　　④活動終了段階

　活動終了段階では「今までにみんなで今回のようなア

ンサンブルをしたことがなかったので本当に楽しかった

し，おもしろかった」など（開放感と命名119名），「み

んながピッタリ合ったときは体にすごい振動が伝わって

きた」など（振動感を含んだ総合的な音響知覚と命名：

13名），「音のすばらしさを実感」「音はみんなの心をひ

きつけることができるもの」など（音への認識の深まり

と命名：3名），「日頃行動を共にしない人達と，同じ楽

器を扱うのもとても自然にできた」など（音楽を媒介に

した自然な相互交流と命名：2名），「楽譜なしで音楽を

するなんて，メトロノームもないし，本当に合わせられ

るのか！？と思った。でも，だんだんやっていくうちに，

みんなのリズムが合わさっていって，気持ちがよかった」

「アンサンブルとしてもとてもよかったし，みんなの気
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持ちが1つになった」など（活動の達成感・仲間への連

帯感と命名：6名）であった。

　（2）中グループ，大グループ分け

　　①中グループ分け：

　　　　（）小グループ，　〔〕中グループ

　（開放感）（リズムの強弱・のる楽しさ）〈開放感と命

名：3個〉，（音自体への興味関心）（振動感の体験）

〈音自体への興味関心と命名：2個〉，〈振動感を含ん

だ総合的な音響知覚と命名：1個〉〈音源への関心と命

名：1個〉，（音の重なり感）（統一感への関心）（聴き

合わせの体得）（掛け声・呼吸の意識）〈合奏への関心：

4個〉，〈音への認識の深まりと命名：1個〉〈相互伝

達の喜び＝1個〉，（相互の助け合い）．（自分と他者のリ

ズムへの関心）（異なるリズムへの関心）（揃うことの爽

快感）（創作（リズム）への意欲）〈相互の助け合い）

〈音楽を媒介にした自然な相互交流：6個〉，〈演奏の

達成感・多聞への連帯感：1個〉

　　②大グループ分け：

　　　　〈〉中グループ，〔〕大グループ

　〈開放感〉〈音自体への興味関心〉〈振動感を含んだ

総合的な音響知覚〉について，発散，昇華の視点から

〔カタルシスと命名〕，〈音源への関心〉〈音への認識の

深まり〉について，音楽的視点から〔音から合奏へと命

名〕，〈相互伝達の喜び〉＜音楽を媒介とした自然な相

互交流〉〈演奏の達成感・仲間への連帯感〉について，

集団活動の視点から〔相互協調，共感性，独創性〉と命
名〕。

　（3＞コミュニケーション形成の進展

　活動中，生徒が合わせるために取った行動を分類する

と，「動きを見て合わせた⊥「打つ瞬間息をすったj．（ノ

ンバーバルコミュニケーション；19名），「友だちから教・

えてもらった」「アドバイスした」（バーバルコミュニケー

ション：！2名），「全体に声をかけ練習した」（リーダー

的役割：2名）であった。

IV　考　察

1．集団凝集性につ．いて

　集団離散度が縮小し，集団全体の凝集性に高まりがみ

られ，まとまりのあるグループや分散しバラつきを見せ

ていたグループが凝集し集約されたことや，各グループ

間がお互いに凝集化したことについて，生徒の活動を終

えての自由記述から，集団全体が活動を通して，演奏の

楽しさや合奏の連帯感を味わったことがわかり，集団の

凝集につながったのではないかと考えられる。

　1つのグループが2つに分化した理由は，リズム打ち

の得意不得意により，それぞれの生徒が選択したリズム

や楽器パートが異なったことが理由として挙げられ，リ

ズムや楽器選択を含めた活動への取り組みの差によるも

のと考えられる。リズムや楽器を限定せず，活動ごとに，

今現在の生徒個々に合った内容を選択して活動を進めた

ことから，活動前は同じグループ意識を持っていた者同

士が，活動が進むにつれ，竹楽器から和太鼓に移り創作

グループに所属していったもの，あるいはリーダーとし

て演奏をまとめようとしたもの，リズムや楽器を変更す

ることなく活動したものに，機能的な変換を遂げたと考

えられる。

　集団より離散していたメンバーが，グループに所属感

を持つようになったのは，日頃あまり関係性のない生徒

が，同じパートに所属したことで，それまで交流のなかっ

た生徒同士のコミュニケーションが促され，お互いの親

密度が高まったのではないかと考えられる。また離散し

ていた生徒のうちユ名は，活動後に，集団離散度の円よ

り内側に位置しており，活動の様相からは，孤立してい

るのではなく，どちらかというとマイペース型であると

推察する。その理由として，活動中の様相観察から，そ

の生徒は他生徒との交流が自然でコミュニケーションに

ためらいがなく，和太鼓の創作パートに自ら立候補し，

自分なりの創作リズムを積極的に演奏していたことなど

が挙げられる。

　リーダーの出現について，活動後の集団プロフィール

図の一一番中央に位置する生徒（C17）と，右下のグルー

プの一番中央よりの生徒（C19）にリーダー的行動が見

られた。（Fig．2参照）自由記述から，活動を通して，生

徒同士のコミュニケーションが，ノンバーバルからバー

バルへ発展し，集団をまとめようとするリーダー的声か

けに及んだ生徒の存在が筆者の観察と共に読み取れた。

このことは，一つのまとまりある音楽を創り上げようと

いう共通の目的が，生徒同士の交流を生み，やがてその

目的を達成するために，そのまとめ役を引き受けようと

する生徒の出現につながっていったと考えられる。そこ

には，まとめようとする者とそれに合わせようとする者

の相互のコミュニケーションが存在し，お互いに集団を

意識する姿がみられた。合奏活動中の集団の様相として，

演奏中のパート間の若干のタイミングのズレを，リーダー

的存在の生徒と他生層間との間で交わされたアイコンタ

クトによる，ほんのわずかの「間」を調整することで合

わせていった経過がある。このようなタイム・ラグの調

整が可能であったのは，リーダーの出現と生徒相互の協

力によるところが大きいと考えられる。

　また個人プロフィールの凝集が見られた生徒たちの自

由記述に，「みんながピッタリ合ったときは体にすごい

振動が伝わってきた」「教えあったりして，お互いにちょっ

と近くなった気がする」「日頃行動を共にしない人達と，
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同じ楽器を扱うのも，とても自然にできた」「気持ちが

1つになった気がした」などが挙げられており，この合

奏活動を通して，音で自分を表現して仲間と関わる楽し

さ，音楽を媒介にした自然なコミュニケーション，自分

のパートでの役割の認識と合奏を完成させたことによる

達成感や仲間への連帯感が促されたと考えられる。

2．自己肯定感について

　生徒の自由記述から，活動を通して，合奏の響きの醍

醐味が合わせることの楽しさや，音への認識を深めるこ

とにつながり，生徒の異種・多種リズムへの関心や創作

意欲が喚起されたことや，相互に助け合うことや協力す

ることで合奏を完成させた体験と，生徒個々人の演奏の

できへの満足感が，活動に対する達成感となり，自己肯

定感の向上につながったと思われる。また生徒の活動に

対する不安軽減は，①単純で短いリズムによるアンサン

ブルの構成，②リズムを絵に置き換えた視覚的アプロー

チ，③リズム打ちのモデル提示と生徒の行為が交互にな

る模倣学習の取り入れ，④横並びの演奏形態の4点であ

る。あくまで筆者は見守りの姿勢で，生徒の主体性を尊

重した関わりに留意した。

3．音楽活動が及ぼす生徒の関心内容の経時的変化につ

　　いて

　第1セッションを第1期目単純な気づき」とした。邦

楽器でありながら，日頃接する機会のない和太鼓や竹楽

器に触れることで，活動の非日常性が「楽しさ」に感じ

．られ，「触ってみたい」「鳴らしてみたい」という音源へ

の好奇心が意欲を喚起したと考えられる。ウォーミング

アップとして行ったドラミングや音のコミュニケーショ

ン体験が，自分の音と他者の音への気づきを促し，生徒

同士で音を相互に伝え合うことの喜びにつながったと推

察する。

　第2，3セッションを第2期「知覚の明細化」とした。

第1段階の自．己と他者の音の伝え合いという単純で楽し

かった活動が，「いい音」「体に響いた」というような聴

覚や身体感覚へ発展し，知覚を明細化していったと考え

られる。活動中も楽器の「音が心地よい」という感想が

生徒から直接に聞かれ，楽器の音を好んでいることが理

解できる。音自体の関心の高まりや，「音が重なってき

れい」という音の重厚感が，統一感への関心につながっ

ていったと考えられる。

　第4，5セッションを第3期「複合した認知へ」とし

た。生徒は合奏を完成させるため，第2段階で明細化し

ていった知覚をさまざまに活用して合わせていったと考

えられる。それは聴き合わせや呼吸などの身体感覚，他

者を見て合わせるノンバーバルコミュニケーション，教

え合うバーバルコミュニケ7ション，自他のリズムへの

関心や創作リズムへの意欲などが，揃ったときの爽快感

につながり合奏を完成させていったと考えられる。

　活動を終えての生徒の自由記述によると，この合奏体

験から，日頃接することのできない楽器での活動の非日

常性が，学校生活という日常からの脱却や開放感につな

がらていったこと，楽器の音を聴覚のみならず身体感覚

として振動感を含んだ総合的な音響として知覚していっ

たことなどが，生徒の言語化できない内面のカタルシス

効果につながったと考えられる。また音から合奏の過程

において，第1段階での音のコミュニケーション活動が，

音源への関心を呼び，重なったときの音の美しさが音の

統一感への関心につながり，生徒自身が打つ音やリズム

が他者と合うことの楽しさ，合あわせるための様々な工

夫が，揃ったときの喜びや爽快感へ発展し，やがて「音

はみんなの心をひきつけることができる」といった，音

そのものへの認識をさらに深めるに至ったと考えられる。

そのような音楽を媒介にした様々な体験が，生徒相互の

自然な交流を促し，みんなで1つの音楽を創り上げた活

動として，達成感や仲間への連帯感を育んでいったもの

と考えられる。

　活動全体を通して，一貫して生徒から「すっきりした」

「スカッとした」「楽しかった」など発散したという感想

が多く聞かれ，日常とはちがった時空間に対する開放感，

合奏することによるストレスの発散が行われたことを示

していると考えられる。楽器をたたくことや音楽を楽し

むことで発散し気分転換することは，ストレスをためや

すい現代の子どもたちにとって，大切なことであると考

える。松崎ら（2004）は，「気分の改善」コーピング

（気持ちを和らげるのに役立つことをする，気分を一新

するようなことをする，自信を回復できるようなことを

する）がストレス反応を抑制することを明らかにしてい

る。

4．まとめ

　今回の活動は学校教育のカリキュラムの中で実施され

たが，従来の教科として行われる音楽で採用されるよう

な，学習目標を設定して技能や表現活動の学習をねらっ

たものではなく，子どもたちのリズムや楽器に対する関

心や感じ方の変化に合わせてアンサンブルを展開し，そ

の活動を通してコミュニケーションスキルの獲得，対人

関係能力の育成，ストレス発散，カタルシスといった，

音楽の療法的活用をねらったものであり，それを心がけ

た。この活動の中での音楽教育と音楽療法との差異は，

明確な音楽構成やパートの役割，指揮者の存在といった

ものはなく，同質の原理に基づいてそれぞれの楽器やリ

ズムを選択し，子ども自身でレベルアタックしていくと

ころにあったと考える。

　この竹楽器と和太鼓の合奏活動の成果として，集団の
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変化について，集団の凝集，親密度の向上，対人距離の

短縮が，個人の内的変化について，自己肯定感の向上，

生徒相互交流の喜び，カタルシスが挙げられ，集団の変

化と共に個人の内的変化があったことが示された。生徒

の感想からも，集団でしか達成されることのない多くの

喜びや，創造的活動への意欲など，脱集団生活やひきこ

もりなどの個人だけでは決して得ることのできない実体

験をしたことに意義があったと考える。人間関係能力の

育成に，集団活動が，いかに貢献しているか示せたので

はないだろうか。また今回の試みでは，音楽を媒介にし

た集団活動が，他者を過度に意識せずに交流を可能にす

るといった，音楽療法の機能を示せたのではないか。生

徒たちの過ごす学校生活の，ほんのわずかな時間で行わ

れたこの活動が，深い交流を育むようなアプローチであっ

たはずはなく，むしろ同じ授業に参加しながらも，お互

いに知り合えていなかった生徒同士の交流のきっかけの

場，機会ではなかったかと思われる。不登校を始め，さ

まざまな問題を抱える現在の教育領域で，音楽療法の可

能性は考えられる。

V　課　題

　本研究の課題として，今回の検証は限定された生徒に

対して行ったものであり，学級集団では非社会的傾向を

持つ生徒のほか，反社会的傾向を持つ生徒などもっと多

様な事例があるため，引き続き音楽療法の効果を検証し

ていく必要がある。その中で音楽療法に必要な特性を検

証し，その背景を探ることにより，明確な方法とアプロー

チを可能にすると考える。
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